
平成１９年度　第４四半期 広貫堂グループＩＲ情報 会社名： 株式会社　廣貫堂

経営理念（企業価値を示すもの）

主要な事業内容（事業内容や事業目的を示すもの）

事業の概況（現在の事業運営、業績などの概況を示すもの）
当期における売上高は、96億8,996万円（前期比97.0％）、経常利益は3億7,537万円余（比48.8％）、
当期純利益は2億1,182万円余（比48.7％）となりました。利益が減少いたしましたのは、グループ会社へ
貸倒引当を計上したことによるものであります。
連結においての売上高は、124億1,442万円（比100.7％）、経常利益は6億5,691万円余（比130.9％）、
当期純利益は3億5,868万円余（比509.5％）となり、計画数値の経常利益対売上高5％以上を確保する
ことができました。これは、グループ全体が販売管理費、営業経費等の削減努力によるもので、
廣貫堂産業、廣貫堂メディフーズは、黒字回復となりました。次年度は、各グループ会社が経常利益対
売上高5％以上を確保することを目指してまいります。

課題への取組み（現在抱えている問題や課題に対する取組みを示すもの）
① 中期5カ年計画を遂行する上での平成20年度経営計画が3月の取締役会で、承認されました。

「できるまでやり抜く強いリーダーシップとグループ全社員の自立した実践行動の確立｣をスローガンに
付加価値創生の実現を目指して、５つの基本方針に取り組んでまいります。

② 沖縄県内のグループ会社トキワ広貫堂は、沖縄廣貫堂の事業を受け継ぎ、４月より新生トキワ
広貫堂となります。今回の目的は、沖縄県における同一事業の統合再編を行うものであります。

③ 医薬品販売における「登録販売者」資格取得のための受験対策研修会（模擬試験含む）が
終了しました。（全１１回開催）
また、販売者試験対策問題集４冊、研修用ＤＶＤ１０巻を廣貫堂で作成し、社内教育だけでなく
配置販社様や個人帳主様にも販売させて頂いております。

トピックス（最新ニュースとして当社および業界などのソフト＆ホットな情報に関すること）
① 富山市呉羽地区に新工場の建設を発表しました。（１月）

当社は、医薬品の受託生産拡大を見込み、平成２１年１月着工、翌２２年９月稼動を目指し、
新工場建設に着手いたしました。生産能力は、年間２０億錠。省エネ・省力化、環境にも配慮
した最新の工場となります。

② Ｊ２を目指す県民サッカーチーム「カターレ富山」とサプライヤー契約を締結しました。（２月）
当社製品（ドリンク、ペット飲料、医薬品等）をチームへ提供し、地元開催の試合には出店し、
サポーターや関係者へ当社製品のＰＲをしております。

③ 東海北陸厚生局長より確定拠出年金企業型年金事業所として承認をいただきました。（３月）
これにより、グループ会社を含む全社員が、投資教育研修を受講し、経済に対する知識を深めました。

適時開示情報（組織改編、人事異動、行事、投資、新製品など事業運営に特記すべき情報の開示）
① 組織機能の強化

平成２０年度経営計画をスピード感もって着実に遂行していくため、４月から５本部２事業部体制に
改編するとともに、業務執行に対しては執行役員会へ職務権限を大きく委譲いたします。

② 「サンリキソプレミアム」「ファイトワン」新発売
このほど２種類の１００ｍＬドリンク剤を新発売しました。サンリキソプレミアムは、配置向の高付加価
値ドリンクとして、ロイヤルゼリー、高麗人参、牛黄、インヨウカクを配合しました。またファイトワンは、
日本薬剤初のドラックストア向けＮＢ製品として誕生し、従来のドリンクにアミノ酸成分９００ｍｇ配合し
た製品です。それ以外に当社グループから5種類の新製品が発売されました。

③ 小冊子「先用後利　癒しの旅～富山売薬さんの歩んだ道を訪れて～」発刊
当社では、富山県薬業連合会の協力を得て、売薬さんの現在・過去を中心に、従来と異なった視点
から見た富山のくすりの歴史を綴った小冊子を作成いたしました。お買い求めは、当社資料館および、
富山県薬業連合会、富山県民会館１階にて１冊５００円で販売しております。

個別業績の概況

１．医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、清涼飲料水の製造、販売、輸出および輸入
２．食品、日用雑貨品の販売、輸出並びに輸入
人はいつの時代も健康を幸福の基と願い暮らしてきました。広貫堂は、明治９年の創業以来１３０年
「健康を考える企業」を目指して健康に役立つ医薬品の研究と開発に取り組んでまいります。

医薬品の製造販売を通じて、大衆の疾病の予防と治療、健康の増進に寄与すべき社会的責任を
果たす優れた医薬品と優れた従業員によって、培われる信用を基盤として社業の発展をはかる。

211,820

単位：千円

14,848,421
経常利益 507,719 836,162 768,977 375,372

（通期）
当期純利益 291,237 511,162 434,693

（通期） （通期） （通期）

総資産 15,329,125 15,356,391 14,803,939

平成１９年度
売上高 10,011,503 10,330,445 9,990,252 9,689,964

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度



平成１９年度　第４四半期 会社名： 薬都広貫堂株式会社

経営理念（企業価値を示すもの）

開発・導入し、公衆の健康維持を通し社会に貢献できる企業を目指す。

主要な事業内容（事業内容や事業目的を示すもの）

１．医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、清涼飲料水の製造、販売、輸出および輸入

２．食品、日用雑貨品の販売、輸出並びに輸入

事業の概況（現在の事業運営、業績などの概況を示すもの）

　廣貫堂の配置販売業者は勿論のこと、全国の配置業者の仕入先として、富山支店、東京支店
を拠点とした営業展開を実施しております。
　また、配置市場に求められる製品を㈱廣貫堂マーケティング戦略本部と連携をして、製品の開発と
お客様及び業界より求められる製品の導入を目指してまいります。

経営課題として５つを掲げ実施を図っています。
①、取引先別の営業戦略の立案と実施 ②、動態調査を始めとした調査を常時作成
③、懸場帳の保全 ④、取引先に対する経営的なアドバイス能力取得
⑤、改正薬事法に対応できる社員の資質向上 ⑥、お客様が求める商品の導入

　今後の薬事制度の変更に対応と共に業界のリーダシップを如何無く発揮できる組織と社員づくりを
目指しています。

トピックス（最新ニュースとして当社および業界などのソフト＆ホットな情報に関すること）

適時開示情報（組織改編、人事異動、行事、投資、新製品など事業運営に特記すべき情報の開示）

１９年度新製品

医薬品
･ジンセンファイトＧＸ　５０ｍｌ ･レディエール（済婦Ｃ内服液リニューアル）　

機能性・健康食品
･エブリサポートスーパー ･ＤＨＡ＋ＥＰＡ ･すだちみっく酢ファイバー
・Ｑ１０＋アスタキサンチン ･ほほエンジェル ･海と大地の恵

･うつくし堂 ローション
･うつくし堂 洗顔フォーム

個別業績の概況

広貫堂グループＩＲ情報

（通期） （通期）

5,008

2,541

平成１９年度

・持続性鼻炎薬キュキュＡ ・サンリキソプレミアム　１００ｍｌ

1,682,893

当期純利益 （千円） 33,351

経常利益　  （千円） 40,957

平成１７年度 平成１８年度

2,289,795総資産　　　（千円）

売上高　　　（千円）

　家庭配置薬の卸販売を通じ、人々の健康に寄与出来る製品を主体とし、社会に求められる製品を

･うつくし堂 セット

課題への取組み（現在抱えている問題や課題に対する取組みを示すもの）

2． １月１８日の帳主永年勤続表彰式の後、薬事研修会と製品説明会の二部構成で研修会を実施し
　 ま した。薬事行政では富山県くすり政策課の宇於崎博企画・薬事係副主幹が改正薬事法につい

　 ｢パナワン｣についてそれぞれ講義をしました。

　 品が贈呈されました。

･うつくし堂 クリーム

１．平成１９年度帳主永年勤続表彰式を、１月１８日に富山県民会館３階大会議室で開催しました。

　 て、製品研修では㈱廣貫堂マーケティング戦略本部の問屋マネジャーが、富山オリジナルブランド

　 長年に亘って配置販売業に従事された弊社取引先の１１名の方々に、正川社長から表彰状と記念

5,268,468 4,788,776

単位：千円

平成１６年度



平成１９年度　第４四半期 広貫堂グループＩＲ情報 会社名：日本薬剤株式会社

営業の概況

（１）営業の経過および成果

当社は昭和３５年６月、広貫堂の１００％子会社として設立し、薬局向け製品の製造、販売を行

い売上の一端を担っております。

また、平成１７年３月３０日に第２種医薬品製造販売業を取得し、製造工場を持たない体制にて

事業を行っております。

当社が事業を展開するドラッグストア市場は、熾烈な販売競争による店頭での価格低下が続き、

厳しい市場環境にありました。

またドラッグストア業界では、Ｍ＆Ａ、再編、合併などがあり不透明感・不安感が、一層強まりま

した。　このような経済環境のもと、当期は７種類の新規商品を市場に上市しました。

　100mLﾄﾞﾘﾝｸ　４アイテム（医薬品・医薬部外品）

　清涼飲料水  ３アイテム（350ｍＬ・2Ｌペットﾎﾞﾄﾙ飲料）

これらの新製品が当期売り上げに貢献した結果、当期の業績は、売上高２,６４７,２２７千円

（前期比１３.１％増）となりましたが、販売費及び一般管理費の増加などにより営業利益は

５９,０９７千円（同２９.１％減）、経常利益は９０,６７５千円（同１５.９％減）、当期純利益は

６１,５７０千円（同１３.６％増）となりました。

（2）会社が対応すべき課題

次期は「コンシューマ事業を通じて、大衆の疾病の予防と治療、健康の増進に寄与すべき社会

的責任を果たす。」、｢優れたコンシューマ製品と優れた従業員によって、培われる信用を基盤

として社業の発展をはかる。｣をコンセプトとして、コンシューマ事業部を創設しＮＢ製品の新たな

市場作りを推進します。

ヘルスケア事業部においては、ＶＣ（ボランタリーチェーン）・Ｇ（グループ）のＭ＆Ａ、再編等の

情報を早急にキャッチし、ＶＣ・ＧからのＰＢ製品、ＳＢ製品を商品化することにより、販路拡大

を進めてまいります。

製造販売事業部においては、医薬品等の製造販売業に関する薬事法及び規則等を適切に

運用し、医薬品等の製造販売承認取得の推進と維持管理を行ってまいります。

個別業績の概況

平成１９年度

売上高 1,644,396 1,730,181 2,340,489 2,647,227

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

107,798 90,675

総資産 463,184 477,702 658,000

単位：千円

（通期）

当期純利益 16,322 28,675 54,177

734,488

経常利益 29,322 50,275

（通期） （通期） （通期）

61,570




